
  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ツツジ科ドウダンツツジ属の落

葉低木で、日本原産の暑さ寒さに

強く丈夫で育てやすい植物です。

春に咲く可憐な白い花、春から初

夏のみずみずしい青葉、秋の真っ

赤に紅葉した美しい姿をもつドウ

ダンツツジは、花と紅葉を楽しむ

ことができるため庭木や生垣、鉢

植えとして人気があります。 

ドウダンツツジは春にスズラン

の花に似た、花径 8mm ほどのか

わいらしい壺形の花を下向きにつ

けます。先端は５裂し小さく反り

返り、雄しべは雌しべの周りに 10 本並んでつきます。 

枝が節から放射状に伸びる様子から、昔に明かりをとるために用いられた「結び灯台」の

脚に似ているため、「灯台躑躅（トウダイツツジ）」と呼ばれたことが名前の由来とされ、こ

のトウダイがドウダンに転訛したといわれています。また、道教の神である太上老君が霊薬

をつくるときにこぼした霊水が地上に降り注ぎこの木にかかり、まるで満天の星のように輝

いたという中国の伝説や、小花を多数つける姿を満天の星に見立て、「満天星躑躅（ドウダ

ンツツジ）」とも表記されています。 

ドウダンツツジは、先にも書いたとおり育て

やすく、水やりは根付いた後は基本的に自然降

雨で十分です。しかし、夏の少雨で乾燥する時

期は、散水を必要とするため、庭の水やりのバ

ロメーターともいわれます。葉が縮んできたら

他の木も水枯れのサインとなりますので、注意

が必要です。樹木は生き物ですので、愛情をも

って育てましょう。 

札幌市 
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A 新梢をそのまま伸ばし続けると、枝葉

の成長に養分をとられ実が充実しなくな

ります。6 月下旬～7 月上旬のうちに摘

心を行いましょう。 

・実がついた新梢･･･実がついた節から先の葉を 

8 枚程度残して先を摘心します。 

・実をつけなかった新梢･･･15 枚位葉を残して 

摘心します。 

・不要な新梢･･･同じところから複数出ていた枝、 

混みあっている枝などは根元から間引きます。 

・枝の整理が終わったら、葉同士が重なり合わな 

いよう誘引をしましょう。

ここに記載した以外の作業も沢山ありますので 

ご不明な点は緑の相談までお気軽にお問合せください。 

園芸 Q＆A 

Q キウイの花が咲いたあと実がつきましたが、枝がどんどん伸び続けています。 

このままにしておいてよいのでしょうか？ 

緑の相談受付 10:00～12:00 13:00～16:00 

☆豊平公園   811-9370 月曜以外毎日 （月祝日の場合は、翌平日が休み） 

☆百合が原公園 772-3511 4/26（日）～毎週 木、日 

☆平岡樹芸センター 883-2891 4/29（水祝）～毎週 水、土 

実をつけなかった新梢 
葉 15 枚残して摘心 

実がついた新梢 
葉 8 枚残して摘心 

不要な枝は根元から間引く 

上旬 中旬 下旬

みどり摘み

・芽摘み

定植 追肥

庭

木

・

花

木

施肥 置き肥・液肥を規定量与える。植替えたばかりのものは1カ月後から与える。

室
内
園
芸

鉢
花

5月に植替えられなかったものは早めに行う。挿し木の適期。剪定枝も利用可能。

遮光 セントポーリア、ストレプトカーパスなどはレースのカーテン越しの光で直射日光を避ける。

洋
ラ
ン

観
葉
植
物

置き場所（戸外管理） 陽性の植物は順化させながら戸外へ。アジアンタム、ポトスなど陰性植物は室内。

施肥 置き肥、液肥を規定量与える。植替えたばかりのものは1カ月後から与える。

植替え・株分け ゴム、シェフレラ、ベンジャミン、シダ、ペペロミアなど暑くなる前に早めに行う。

サ

ボ

テ

ン

・

多

肉

植

物

戸外管理は雨除けをした風通しの良い日なたで管理。室内では出来るだけ日に当てる。

作 業 時 期
作業内容

クロマツ、アカマツ、ゴヨウマツなどは新芽が手で折れる間にみどり摘みを行う。

除草はこまめに行う。ジャガイモは除草も兼ねて土寄せを行う。

果樹全般は登録のある薬剤で濃度と回数を守って薬剤防除を行う。

リンゴ、ナシ、モモなど、袋掛けをする。

キュウリ、トマト、豆類（つる有り）など。生長に合わせて誘引し、不要な脇芽は摘む。

野
菜

トマト、キュウリ、ナス、ピーマンなど果菜類の定植。風よけを施す。追肥は下旬から。

挿し木・植替え・剪定

花
壇

コスモス、ハボタン、ケイトウ、アサガオ、ヒマワリなども6月末まで種まき可能。

果
樹

除草・土寄せ

掘り上げ チューリップなどの球根類は、必要に応じて葉が1/3～1/2ほど枯れたら掘り上げ。

定植・間引き

モモ、リンゴ、ブドウ、ナシ、プルーンなど。果樹の種類や品種に合わせた果実数に摘果する。摘果

芝
生

芝張りは暑くなる前に済ませる。

5～6cm伸びたら3cmに刈り取る。肥料散布後、降雨の無い時は充分に潅水する。

マリーゴールド、ペチュニア、ベゴニアなど定植。直播一年草類は間引き。

支柱立て・誘引・脇芽摘み

種まき

芝張り

刈り込み・施肥・潅水

剪定と整枝 コデマリ、ユキヤナギ、レンギョウ、ツツジ類は花がら取りを兼ねて花後すぐに行う。

刈り込み イチイ、サワラ、ツゲなどの生垣、玉仕立ては刈り込み。

病害虫防除

袋掛け

挿し木・取り木 ゴム、ドラセナ類、シェフレラ等。発根率が最も高くなり多くの種類が作業の適期。

液肥、置き肥などを与えるが、ごく少量にとどめる。

置き場所（戸外管理） 戸外へは植物の順応性に合わせて行う。日焼けしないよう順化させる。

置き場所

施肥

植替え・挿し木 アデニウム等サボテン、多肉植物植替え。剪定した枝は挿し木も可能。

潅水・施肥

置き場所（戸外管理）

置き場所 カトレアは最低15℃以上で50～60％遮光できる所に戸外出し。コチョウランは室内管理。

デンドロビウム、シンビジウムは最低10℃以上で日当たりの良い場所に戸外出し。

水苔が乾いたらたっぷり潅水。施肥は液肥主体だが、シンビジウムは置き肥も併用。





 

イベント情報（６・７月） 


